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[成 果 情 報 名 ]乾 燥 豆腐 粕 の飼 料 添加 に よ る肉豚 肥 育

[要 約 ]乾 燥 豆腐 粕 を 10%、 肥 育期後 期 (約 70～ 110kg)の 飼 料 に代 替 して

給 与 して も、 発 育 、 肉質 及 び食味 にお い て慣 行 飼 料 を給 与 した時 と同 様 な成 績

が得 られ る。 乾燥 豆腐 粕 を 10%代 替 して肥 育 す る場 合、慣 行 飼 料 の 6割 以 下

の価 格 で乾 燥 豆 腐 粕 を利用 す る こ とで飼 料 費 の コス ト低 減 につ なが る。

[キ ー ワー ド]低 ユス ト リ サ イ クル 食 品製 造 副 産物  乾 燥 豆腐 粕
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[分 担 ]技 術 ・参 考

[背 景 ・ね らい]

養豚 経 営 にお い て飼 料 費 は生産 費の 6割 以 上 を 占め て い る。

を未利用資源で代用することで経費 (飼料費)の Hll減を図り、

る 。

本試 験 で は未 利 用 資 源 と して、保存 性 の高 い乾 燥 豆 腐 粕 を配 合 飼料 に添 加 し食 品

製造 副 産 物 の飼 料 化 と して の活用 を検 討 した。

[成 果 の 内容 ・特 徴 ]

1)豚 の肥 育 日齢 は、 慣 行 飼料 区 と比較 して、 乾燥 豆 腐 粕 10%の 代 替 で も同様 の

傾 向 で あ る。 (表 1)

2)肉 質 面 にお い て も、豆腐 粕 10%の 代替 に よ り慣 行 飼 料 区 と明 らか に相 達 す る

こ とは な い。 (表 2)

3)乾 燥 豆 腐 粕 の代 答 量 は 10%程 度 で あれ ば 、 肉豚 生 産 にお い て、 発 育 、 肉質 成

績 は慣 行 飼 料 区 と同様 で あ る と推 測 され る。 (表 1、 2)

4)乾 燥 豆 腐 粕 を 10%飼 料 に代替 す る場 合 、 乾燥 豆 腐 粕 の単 価 は慣 行 飼 料 の 60

%以 下 で あれ ば飼 料 費 の コス ト低減 につ なが る。 (表 3)

5)食 味成 績 で は、 慣 行飼 料 区 と乾蝶 豆腐 粕 10%代 替 区 にお い て、相 達 は な い と

推 測 され る。 (表 4)

[成 果 の活 用 面 ・留 意点 ]

・ 乾 燥 豆腐 粕 で の飼 料 代 替量 が 10%以 上 に な る と、 出荷 田齢 が延 び る傾 向 とな

るの で留 意す る こ と。

・ 乾 燦 豆 腐 粕 の価 格 は供給 業者 との交 渉 に よ り決 定 す るが、 搬入 方法 、 使 用 岳 に

よ り変動 す る。
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表 1 発 育 及 び枝 肉成 績
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表 2 肉 質 成 績
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表 3 肥 育期 間の 1頭 あた り飼料量及び単価割合
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表 4 食 味 成 績
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